
平成31年1月1日（17） 賀 正

新
東
町
団
地
自
治
会
の
［
歩
み

と
自
治
会
の
概
要
］
を
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
自
治
会
は
、
三
笠
市
寄
り
に

位
置
し
て
、
昭
和
54
年
８
月
道
営

住
宅
の
完
成
を
機
に
９
月
７
日
に

53
世
帯
で
発
足
し
ま
し
た
。
今
年

で
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
そ
れ
以
後
、
道

営
、
市
営
住
宅
、
個
人
住
宅
、
保

育
園
、
高
等
養
護
学
校
、
コ
ン
ビ

ニ
、
歯
科
医
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
建
築
さ
れ
、
徐
々
に
住
居
環
境

も
整
い
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
日
で
は
、
世
帯

数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

て
500
世
帯
を
割
り
込
ん
で
き
て
お

り
ま
す
。

そ
の
中
で
行
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
気
軽
に
参
加
で
き
、
楽
し
め

る
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
、
日
帰
り
温
泉
、
花
壇
の
花
植

え
を
始
め
、
新
東
町
地
区
連
絡
協

議
会
で
行
わ
れ
る
盆
踊
り
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
、
敬
老
会
、
茶
話
会

の
行
事
に
も
参
加
し
て
、
親
睦
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
賄
う
自
治
会
費
に
つ

き
ま
し
て
は
、
月
額
400
円
で
す
。

更
に
、
行
事
・
活
動
を
支
え
る

役
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
長
、

副
会
長
３
、
総
務
部
、
育
成
部
、

環
境
部
、
交
通
部
、
会
計
部
、
班

長
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

役
員
会
を
常
時
開
催
し
ま
し
て
、

出
席
率
92
％
を
誇
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
事
を

考
え
ま
す
と
課
題
も
見
え
始
め
ま

し
て
、
平
常
時
・
災
害
時
の
高
齢
者

の
支
援
。
会
員
の
自
治
会
活
動
へ

の
希
薄
化
な
ど
で
自
治
会
役
員
の

な
り
て
不
足
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
岩
見
沢
市
の
「
人
に

や
さ
し
い
暖
か
い
街
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
と
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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新
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団
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自
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平成31年1月1日 （18）賀 正
毅
町
会
の
概
要

（
歴
史
と
も
に
西
川
町
会
）

明
治
20
年
頃
、
渡
辺
曽
作
・
中

村
万
吉
が
う
っ
そ
う
と
し
た
昼
で

も
暗
く
熊
も
出
没
す
る
幾
春
別
川

の
向
う
に
開
墾
の
鍬
を
お
ろ
し
た
。

「
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
に
現
在
の

我
々
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
伐

木
・
抜
根
に
明
け
暮
れ
容
赦
な
く

襲
う
洪
水
や
冷
害
の
辛
苦
を
乗
り

越
え
不
屈
の
開
拓
魂
・
百
姓
魂
が

礎
と
な
り
今
日
の
西
川
町
の
安
寧

が
あ
る
」
と
西
川
町
郷
土
史
は
讃

え
て
い
る
。
面
積
は
約
16
挨
、
標

高
15
ｍ
の
平
坦
、
水
系
は
幾
春
別

川
・
片
倉
川
・
赤
間
川
や
縦
横
の
農

業
水
路
、
岩
見
沢
民
話「
ひ
ょ
う
た

ん
沼
物
語
」
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に

形
を
変
え
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
町

会
執
行
部
は
会
長
・
副
会
長
２
名
・

部
長
５
名
で
５
つ
の
農
事
組
合
と

８
つ
の
班
で
組
織
し
、
人
口
は
994

名
479
世
帯
、

479

65
歳
以
上
の
高
齢
化

率
は
42
％
と
な
っ
て
い
る
。

毅
西
川
町
会
の
主
な
事
業

地
域
除
排
雪
事
業
は
玄
関
や
雪

庇
除
去
な
ど
高
齢
者
を
支
援
し
、

敬
老
会
は
農
業
の
春
作
業
が
一
段

落
す
る
６
月
に
約
80
名
の
参
加
を

得
て
開
催
し
、
在
宅
福
祉
事
業
は

日
常
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者
等
に

近
所
や
役
員
に
よ
っ
て
見
守
っ
て

い
る
。
安
全
安
心
事
業
は
、
消
防

第
６
分
団
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
知
識

の
普
及
、
北
盛
地
区
協
と
連
携
し

た
防
犯
交
通
安
全
巡
回
な
ど
地
域

の
安
全
安
心
の
維
持
に
努
め
て
い

る
。
子
供
育
成
会
は
昭
和
58
年
に

設
立
し
盆
踊
り
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
健
全
な
育

成
、
街
路
灯
や
公
園
の
維
持
管
理
、

花
壇
整
備
な
ど
環
境
改
善
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
町
連
・
地
区
協

事
業
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
親
睦

を
深
め
て
い
る
。
更
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
は
昨
年
創
立
50
周
年
を
迎
え

今
後
益
々
の
発
展
を
誓
い
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
健
康
増
進
と

親
睦
に
努
め
て
い
る
。

毅
町
会
運
営
役
員
の
思
い
！

「
じ
じ
ば
ば
・
お
と
お
か
・
僕
と

私
と
一
緒
に
楽
し
く
お
話
し
！
」

「
町
会
に
少
し
だ
け
遠
の
い
た
人

達
と
も
う
一
度
！
」「
行
事
に
行
き

た
い
け
ど
行
け
な
い
人
と
！
一
緒

に
行
こ
う
ヨ
！
」

毅
課
題
と
展
望

（
こ
れ
か
ら
も
生
き
生
き
と
！
）

「
公
園
で
は
子
供
達
の
遊
び
声

が
響
き
」「
ご
近
所
同
士
の
立
ち
話

に
花
が
咲
き
」「
何
か
あ
っ
た
ら
頼

む
ね
！
う
ん
！
わ
か
っ
た
ヨ
！
」

そ
ん
な
「
土
の
人
と
風
の
人
」
ふ

る
さ
と
西
川
町
を
い
つ
ま
で
も
愛

し
て
生
活
し
た
い
。
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平成31年1月1日（19） 賀 正
①
町
会
の
あ
ゆ
み

当
町
会
は
岩
見
沢
市
の
北
西
に

位
置
し
、
幾
春
別
川
沿
い
に
発
展

し
て
き
た
町
会
で
す
。
明
治
18
年

に
開
拓
の
鍬
が
降
ろ
さ
れ
て
以
来
、

川
向
部
落
→
東
川
向
部
落
→
稔
町

部
落
そ
し
て
稔
町
会
と
130
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
町
会
に
な
り
ま
す
。

現
在
１３２
戸
、
総
人
口

１３２

400
名
余
り
で

運
営
し
て
い
ま
す
。
総
面
積
１
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
耕
作
面
積

を
抱
え
、
主
に
水
稲
・
玉
葱
・
小

麦
・
大
豆
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
極
端
な
天
候
が

続
き
、
農
業
情
勢
も
厳
し
さ
を
増

し
て
き
て
い
ま
す
。

②
町
会
の
組
織

町
会
の
組
織
は
会
長
、
副
会
長
、

会
計
、
産
業
部
・
社
会
部
・
保
健

衛
生
部
の
３
部
制
で
す
。
そ
の
他
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
子
供
育
成
会
、
交

通
防
犯
、
第
７
消
防
団
、
保
健
推

進
員
、
民
生
児
童
委
員
、
農
業
委

員
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
活
躍
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
毎

月
定
例
で
開
催
さ
れ
る
農
事
組
合

長
会
議
に
は
、
９
名
の
組
合
長
さ

ん
と
農
民
協
議
会
執
行
委
員
２
名

の
出
席
も
頂
い
て
町
会
執
行
部
と

の
連
携
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

③
町
会
の
主
な
行
事

年
２
回
の
町
会
一
斉
の
草
刈
り
、

排
水
掃
除
、
そ
し
て
こ
れ
も
年
２

回
実
施
し
て
い
ま
す
避
難
訓
練
、

年
１
回
実
施
と
し
て
は
、
お
茶
の

間
健
康
教
室
、
３
月
の
敬
老
会

（
隔
年
）、
７
月
の
町
会
親
睦
会

（
隔
年
）、
町
会
一
斉
の
幹
線
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
で
そ
の
他
、
各
部
、
各
組

織
で
色
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
会
総
会
は
12
月
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
家
等
も
増
え
て

き
ま
し
た
の
で
町
会
で
危
険
が
な
い

か
ど
う
か
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。

④
今
後
の
課
題

昭
和
60
年
に

60

217
戸
あ
っ
た
在
町

戸
数
、
796
名
だ
っ
た
総
人
口
は
現

在
、
人
口
は
半
数
、
戸
数
も
３
分

の
２
程
度
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
農
村
と
い
う
事
も
あ
り
、

担
い
手
不
足
、
人
口
減
、
そ
れ
に

と
も
な
う
活
動
縮
小
、
組
織
再
編

な
ど
、
検
討
課
題
は
多
い
の
か
な

と
感
じ
ま
す
。
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平成31年1月1日 （20）賀 正
❶
町
会
の
概
要

上
志
文
地
区
は
岩
見
沢
市
の
東

部
に
位
置
し
、
丘
陵
地
帯
の
裾
野

に
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
丘
陵
地
は
冬
季
に
は

「
萩
の
山
市
民
ス
キ
ー
場
」と
し
て

市
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
道
内
外

か
ら
の
ス
キ
ー
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

歴
史
の
あ
る
農
村
地
帯
で
す
の
で

町
会
活
動
も
戦
前
か
ら
連
綿
と
続

い
て
お
り
、
私
も
34
代
の
町
会
長

と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
は

30

141
戸
、
こ
こ
数
年

は
140
戸
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

❷
町
会
組
織

会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
総
務

部
長
、
福
祉
部
長
、
交
通
防
犯
部

長
、
環
境
衛
生
部
長
、
各
１
名
、

監
事
２
名
、
９
班
の
班
長
で
構
成
。

役
員
会
は
年
６
回
う
ち
４
回
を
役

員
班
長
会
議
と
し
て
い
る
。

❸
主
な
事
業

少
な
い
役
員
の
た
め
各
事
業
部

毎
と
い
う
よ
り
は
皆
で
協
力
し
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月

町
会
総
会
、
新
年
会

３
月
「
い
き
い
き
交
流
会
」保
健
推

進
委
員
に
よ
る
健
康
講
座

５
月

花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
花
壇

整
備
）

６
月

市
へ
要
望
書
取
り
ま
と
め

提
出

７
月

敬
老
会

11
月

外
部
講
師
に
よ
る
「
健
康

教
室
」

交
通
防
犯
部
中
心
に
交
通
安
全

旬
間
の
街
頭
啓
発
、
交
通
安
全
旗

の
掲
揚
。
４
月
か
ら
10
月
ま
で

メ
ー
プ
ル
小
学
校
前
に
て
街
頭
啓

発
。各

種
募
金
活
動
へ
の
協
力
、
資

源
回
収
の
取
り
組
み
等
、
福
利
厚

生
運
動
に
も
協
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

❹
今
後
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
の
今
、
60
代
の
多

く
の
方
が
現
役
で
お
仕
事
に
就
い

て
い
ま
す
。
な
か
な
か
町
会
役
員

の
な
り
手
が
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
高
齢
者
の
独
居
世
帯
も
多
く

な
り
災
害
時
の
対
応
も
心
配
の
種

で
す
。
ま
ず
は
「
共
助
」
の
初
心

を
活
か
し
地
域
の
絆
の
強
化
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上上
志
文
町

上
志
文
町
会会

加

藤

和

加

藤

和

宣宣

会会
長長
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紹介



平成31年1月1日（21） 賀 正

お 願 い！
新年度の総会による町会・自治会の
現況報告（構成世帯数・新役員名）を、
出来るだけ早急にご提出をお願い致し
ます。

年末年始の
町連事務所の動向

毅仕事納め12月28日金
毅仕事始め 1月 4日金



平成31年1月1日 （22）賀 正



平成31年1月1日（23） 賀 正
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仁
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平成31年1月1日 （24）賀 正

こ
れ
ま
で
長
年
発
行
さ
れ
て
き
た「
広
報
ち
ょ
う
れ
ん
」

も
近
年
の
地
域
組
織
の
状
況
変
化
に
対
応
し
、
よ
り
合
理

的
で
効
果
的
な
伝
達
方
法
の
改
善
に
向
け
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
情
報
誌
と
す
る
た
め
、
編
集
担
当
と

し
て
も
奮
起
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。幾

春
別
川
と
岡
山
橋

幾
春
別
岳
を
源
流
と
す
る
幾
春
別
川
は
、
幾
多
の
水
害

を
も
た
ら
し
た
川
だ
が
、
今
は
岩
見
沢
の
豊
饒
に
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

幾
春
別
川
は
明
治
初
期
、
幌
内
炭
の
発
見
で
川
の
道
と

し
て
利
用
さ
れ
、
岩
見
沢
に
繁
盛
を
も
た
ら
し
た
川
で
も

あ
る
。

こ
の
川
に
架
か
る
岡
山
橋
は
、
旧
国
道
12
号
線
の
ア
ー

チ
橋
と
し
て
、
昭
和
11
年
（
1
9
3
6
年
）
に
建
設
さ
れ

た
。
平
成
24
年
度
（
2
0
1
2
年
）
に
土
木
学
会
の
土
木

遺
産
に
選
定
さ
れ
た
。

現
在
は
、
市
道
東
岡

山
線
の
橋
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
橋

は
日
々
の
中
で
陽
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
は
観
て
飽

き
さ
せ
な
い
魅
力
が
あ

る
。
静
か
に
太
古
の
流

れ
を
、
今
に
伝
え
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
写
真
・
文

尾
崎
和
男
〉


